
１　小論文とは？


つまり・・・
　小論文とは、言いたいことを論理的に書いた文章である。

２　出題形式は？
1 課題文読解型(54.5%)
文章（課題文）を読んで、その内容に関して意見を述べる問題。課題文の要約を課す場合が少なくない。

2 テーマ型(14.3%)
　　　　　「〇〇についてどう思うか」といった短い問いやキーワードだけが与えられていて、それについて自分の考えを述べる問題。
3 統計資料型(10.9%)
　　　　　経済統計やアンケート資料などの図表を分析し、意見を述べる問題。図表だけの場合と、課題文と統計資料を融合した場合がある。

4 その他

　　　　　英文を使った出題形式(7.5%)、理科の知識や数学の計算問題の形式(9.2%)など。

３　出題テーマは？
そもそも小論文とは・・・

ということは・・・
受験学部・学科若しくは業種との関わりが深いテーマが出題される。

ただ、総じて言えるのは〈現代の社会に関する問題〉であるということである。
具体的には・・・
· 少子化




・情報化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・環境問題

・グローバル化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ニート、フリーター

・個人情報保護法　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・企業の社会的責任

・裁判員制度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・格差社会

・ゆとり教育と学力低下　　　　　　　　　　　　　　　　　　etc.
４　勉強方法は？
発想法（話のネタはどこから持ってくるのか）


課題文・資料などを的確に読み取り、それを基にして考える。

自分自身の具体的な体験、経験を基にして考える。　　　学習・読書などを通じて得た知識を基にして考える。
つまり・・・
これまでの教科の学習はもちろん、特別活動や余暇の使い方など、これまでの総合的な学習成果が試されている。

そこで・・・
· まずは各教科の学習をがんばろう。

· 学校行事、部活動、ボランティア活動、地域の自治活動などにも積極的に参加しよう。

· いろいろな経験から「教訓」を得よう。

⇒特別活動の後などに「○○を通して学んだこと」という内容で文章を残しておくとよい。日記も有効。

· ニュース、新聞を見よう。読もう。特に進路と関わりの深いテーマについてはスクラップしておくとよい。

⇒記事の内容が分からない場合、もっと深く知りたい場合は、『日本の論点』『現代社会の基礎知識』などを読むとよい。

· 進路と関わりのある分野の本を読もう。特に新書が有効。図書館にコーナーがある。

· いろんなことに興味を持ちとう。他人事にせず、「もし自分が○○だったら」と考える事が大事。

· 日頃から濃く、大きく、丁寧な字を書こう。その上でスピードをつけよう。

· 日頃からなるべく漢字をつかおう。

· 特に呼応表現（なぜなら～からである。決して～ない。全然～ない。など）に日頃から注意しよう。

小論文虎の巻





作文


「遠足」


　「…ぼくは〇〇君とお弁当を食べた。山の頂上で食べるお弁当はとてもおいしくて…。」





⇒筆者の体験をもとに、筆者の行動や感覚・感想を述べる。


＝「気持ち」を書く。





小論文


「遠足」


　「小学校教育における遠足の意義とはどのようなものだろうか。まず一つ目に、集団行動の中で協調性を育むということが挙げられる。…。」


⇒あるテーマに関して、一般論として（広く説得性のあるものとして）筆者の考えを論じる。


＝「考え」を書く。





「受験生が、その学部・学科で学ぶにふさわしい若しくはその職場で働くにふさわしい適性・基本的知識・問題意識を有しているか」を試すもの





世界の合計特殊出生率と平均寿命の変動を示す表を見て、表からどのようなことがわかるか、箇条書きで述べて、表を参考に、「少子高齢化」の問題について、自分の考えを６００字以内で述べなさい。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新潟大学








少子化問題に関する新聞の社説を読んで、少子化が問題とされる理由、具体的な少子化対策とその対策が有効と考えられる根拠の２点を述べなさい。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弘前大学





国別合計特殊出生率と女性の年齢階級別労働力率を示した表を見て、表から読み取れる特長とそのような状況をうみだす社会的背景について自分の考えを述べなさい。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千葉大学





読解から





経験から





知識から








